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1･視野障害の程度をmatchした正常眼圧緑内障､原発閉塞隅角緑内障眼を対象として､乳頭周囲網脈絡膜

の循環障害の結果生ずる乳頭周囲網脈絡膜萎縮のβ-ZOneを共焦点レーザー眼底観察装置(HeidelbergRetina

tomograpb)を用いて比較検討した｡

正常眼圧緑内障ではβ-ZOneと視野障書の程度の開に有意の相関が認められたのに反し､視神経障害が圧

依存性に生ずる原発閉塞隅角緑内障では認められなかった｡このことから､正常眼圧緑内障の視神経障害に

は眼圧以外の要因が強く関与することが示唆された(UdlidaH.etal.:AmerJOphthalmol,1999)｡

2･正常眼圧緑内障患者にたいしCal+一括抗薬nilvadipineを経口投与し､眼動脈､網膜中心動脈､短後毛様体

動脈の血流をカラードップラ一画像解析(Quantam2000,Siemens製)法により測定した結果､nilvadipine内

服前に比し網膜中心動脈､短後毛様体動脈の血流抵抗の有意の低下を認めた(YamamotoT.etal.JG)aucoma,

1998)｡

3･･ラット､サルを用いて実験的高眼圧あるいは視神経挫滅により視神経障害モデルを作製した｡1)共焦

点レーザー眼底観察測定装置(前出)を用い､サル眼で視神経乳頭の形状変化を経時的に測定し､神経網膜

のny-1､bcl-2､bax遺伝子の発現を検討した｡Thy-1の発現が神経網膜障害と有意に関連した｡2)ラット

上丘に色素を注入し網膜神経節細胞を染色し､神経節細胞の経時的喪失､NMDA受容体措抗薬memantine､

Ca2'一括抗薬の神経節細胞死への影響を検討しmernantineによる有意の抑制効果を認めた(MatsubaraM.etal.:

IOVS,1998)｡
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